
第
一
ニ
節

郷

庄

と

村

郷
庄
と
村
切
り

商
摂
三
都

の
村
々

神
戸
市
域
は
、
旧
国
郡
で
い
え
ば
摂
津
田

一
郡
の
う
ち
悶
よ
り
の
有
馬
郡
・
菟
原
郡
・
入
部
部
の
三
郡
と
、

播
磨
間
二
ハ
郡
の
う
ち
、
東
よ
り
の
明
石
郡
・
美
褒
郡
（
一
一
一
木
郡
）
の
二
郡
に
及
ん
で
い
る
。
近
世
で
は
、
こ
の

ニ
閤
五
郡
に
わ
た
る
市
域
内
に
、
二
百
を
超
え
る
大
小
の
村
々
が
存
在
し
、
近
世
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
が
幕
府
・
大
名
・
旗
本

の
支
配
を
受
け
て
い
た
。

表
れ
は
、
こ
の
う
ち
摂
津
一
一
一
郡
の
村
高
を
郡
別
に
表
示
し
、
そ
の
推
移
を
み
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
時
期
の
史
料
は
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
目
的
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
表
示
さ
れ
て
い
る
数
字
が
当
時
の
実
態
な
十
分
に
反
映
し
て
い
る

と
は
い
い
難
い
聞
も
あ
る
が
、

お
お
よ
そ
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
村
高
の
変
動
は
、

七
世
紀
を
通
じ
て
五
%
増
程
度
の
八
部
郡
で
最
も
小
さ
く
、

つ
い
で
菟
原
郡

O
%
増
、
有
馬
郡
五
O
%
増
の
順
と
な
っ
て
い

る
。
村
高
の
変
動
は
、
有
馬
郡
を
除
く
と
比
較
的
小
さ
い
と
い
え
る
が
、
各
郡
の
特
徴
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
み

て
お
こ
う
。

rr8 第二主主近世社会の成了人



郷庄と村第三節

摂津3郡の郡日I］村高・村数

{-¥'.; 
有馬郡 菟原郡 入部郡

正i 高 村数 石 高 村数 石 事i 村数

正i 石 石
慶長期（17世紀初政） 29,218.000 70 11, 187.400 46 17, 580. 770 37 

〔100〕 (24) 〔100〕 ( 42) 〔100〕

IE：保期（1644il二頃） 44, 661. 832 81 11, 194. 569 46 18, 169. 77 5 44 
〔153〕 (28) 〔100〕 (42) 〔103〕

元禄.Wl(1696'1~二頃） 44,039.273 89 12, 331. 682 49 18,465.601 44 
〔151〕 (36) 〔llOJ (44) 〔105〕

表 21

（ぽ） ( コは指数，（ ）はill域の村数。
足立主主j自のTi/il）は r1塁疑問然関J, 村数は rf見ilt-114荷御改良民Jによる。後エtは八木｛!ii告によりJi';和
郊のものとされてきたが，千W¥Jlliの村長；；は波長15年検地以前のものである。

資料： i現＇§Tfi:¥l郷土資料館所産主絵図， F災服然9;:，史料編近世 1, 'I潟商学院史学a

ま
ず
、
村
高
の
変
動
が
最
も
小
さ
い
入
部
郡
で
も
、
慶
長
期
か
ら
正
保
期
の

伶…

間
（
一
七
位
紀
前
半
）
に
、
村
数
そ
の
他
に

の
変
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

近

る
。
こ
れ
は

ω下
村
、
小
部
村
が
そ
れ
ぞ
れ
ニ
カ
村
に
分
か
れ
、
村
切
り
が
行

わ
れ
た
こ
と
、
∞
従
来
は
、
兵
庫
地
子
、
正
直
屋
麗
数
、
兵
膝
川
東
、
兵
庫
川

日震史謀議彊

西
の

mm
ブ
ロ
ッ
ク
を
、

J
m向
付
け
」
す
な
わ
ち
行
政
的
収
取
単
位
と
し
て
き
た

が
、
こ
れ
を
つ
兵
庫
」
と
し
て
一
括
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

遅
く
と
も
一
七
世
記
半
ば
ま
で
に
、

八
部
郡
村
々
の
村
切
り
が
最
終
的
に

し
、
行
政
単
位
と
し
て
の
勺
兵
庫
」
が
成
立
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

次
に
菟
原
郡
で
は
、
正
保
郷
帳
の
村
数
が
四
六
カ
村
、
一
万
禄
郷
帳
の
村
数
が

四
九
カ
村
と
、

七
世
紀
後
半
に
、
村
高
の
増
加
に
伴
っ
て
村
数
も
一
一
一
カ
村
増

え
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
村
切
り
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
徳

井
村
の
校
郷
新
田
村
が
っ
東
問
問
付
」
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
、
同
様
に
「
小
野

新
聞
村
」

コ
県
芦
屋
新
聞
村
」
が
新
た
に
成
立
し
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の

新
国
村
は
、

い
ず
れ
も
南
部
海
浜
地
形
に
位
置
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
お
り
、

」
の
地
域
の
新
回
開
発
の
特
徴
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

」
う
し
て
摂
津
一
一
部
で
は
、
近
欧
的
行
政
村
の
成
立
が
、

一
七
位
紀
前
半
に

村
切
り
を
完
了
し
た
八
部
郡
、

つ
い
で
一
七
世
紀
後
半
の
南
部
新
田
村
の
独
立

工19



｛単位：石）有馬郡における村切。

元禄悶絵区｜

318. 503 

325.837 

411. 497 

561. 304 

211. 469 

469.391 

229.841 

199. 522 

349. 344 

222. 537 

129.3745 

357.804 

127. 1515 

718. 763 

690.860 

下宅原村

二郎村

表 22

154.000 

150.000 

149.440 

205.520 

407.480 

697.000 

470.000 

l, 055. 837 

正保期（1644年頃）

市原村

器谷村

首長 村

柳谷村

吉尾村

「上小名問村
一下小名田村

宅原村

198.370 

381. 770 

E延長 10年間絵図

市原村－I

m 村J
柳谷村一！

吉尾村一！

700.400 小名III村

l 065.500 ＊宅原村

l, 001. 244 村仁ド

426.090 

598.416 

二郎村

村r.p 

614.330 村1ご361. 280 下町村

を
経
た
菟
原
郡
と
、
順
次
進
行
し
た

(tl;) ＊有三原村は γ耳室長関総限J に見当たらないので村ii'~は「t民主flー悶悶御改駁J による。

資料：筒宮市立郷土資料館所蔵絵図， r兵防県史」史料編近殺し柿術文El1ffr蔵文治

」
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

残
る
有
馬
郡
で
、
慶
長
J
正
保
則

に
村
高
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の

は
、
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
有

馬
県
民
に
よ
る
鹿
長
検
地
の
結
果
を

反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

」
で
こ
の
点
に
つ
い
て
、
村
切
り
の

状
況
も
含
め
て
さ
ら
に
詳
細
に
見
よ

う
と
し
た
の
が
表
口
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
二
郎
村
、
中
村
、
下
河
村

の
村
高
は
、
慶
長

1
正
保
期
に

七
倍
に
な
っ
て
い
る
。

ら
に
、
小
名
田
村
、
宅
原
村
は
そ
れ

ぞ
れ
二
村
に
分
村
す
る
と
と
も
に
、

同
じ
く
一
・
六

1
一
・
七
倍
の
村
高

を
示
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
慶
長
検

120 
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地
に
よ
る
場
高
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
有
馬
郡
に
お
け
る
村
切
り
は
、
正
保
期
以
障
に
も
、
上
宅
原
村
（
絢
村
・
受

浦
村
・
有
井
村
に
分
村
）
、
一
一
郎
村
（
上
二
郎
村
・
下
二
郎
村
に
分
村
）
、
中
村
（
商
問
町
村
・
結
場
村
・
悶
尾
寺
村
・
馬
場
村
に
分
村
）
、
下
司

村
（
同
州
越
村
－

m場
村
・
切
畑
村
に
分
村
）
な
ど
で
引
き
続
き
行
わ
れ
て
お
り
、
八
部
・
菟
原
両
耶
に
比
べ
て
、
村
切
り
の
完
了
が

遅
れ
た
点
を
指
摘
で
き
よ
う
。

こ
う
し
て
幕
議
領
主
支
配
と
い
う
政
治
的
な
側
聞
か
ら
は
、
旧
来
の
郷
庄
は
廃
さ
れ
て
、
村
は
行
政
上
の
単
位
と
し
て
切
り

附
さ
れ
、
大
庄
屋
組
な
ど
の
新
し
い
枠
組
も
設
定
さ
れ
た
り
し
た
が
、
出
郷
庄
と
し
て
の
結
び
つ
き
が
す
べ
て
解
消
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
特
に
山
野
の
利
用
、
漁
場
の
範
湖
、
郷
社
の
神
事
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
生
産
や
生
活
の
簡
で
は
、
な
お
郷
症

と
し
て
の
村
々
の
結
び
つ
き
が
、
有
効
な
紗
と
し
て
維
持
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
慶
長
期
の
中
一
里
山
争
論
で
の
山
田
庄
と
福
原
庄
・
上
庄
村
々
、
寛
文
十
年
（

六
七
O
）
に
丹
生
山
附
円
安
寺
と
山

境
を
争
っ
た
淡
河
庄
村
々
な
ど
の
庄
内
共
通
の
入
会
領
行
、
あ
る
い
は
都
賀
正
域
の
浦
浜
を

漁
場
と
し
て
向
庄
に
属
し
て
い

た
大
石
・
新
在
家
村
が
入
会
い
、
東
は
郡
家
庄
域
の
浦
と
、
間
は
葺
底
庄
域
の
浦
と
境
を
接
し
て
そ
れ
ぞ
れ
漁
場
が
維
持
さ
れ

た
と
い
う
慣
行
、
ま
た
八
多
神
社
と
八
多
庄
、
長
尾
神
社
と
上
津
畑
臣
、
六
条
八
幡
神
社
と
山
田
庄
、
鹿
間
関
の
八
幡
神
社
と
一
千

野
庄
、
総
社
と
伊
川
庄
と
い
っ
た
関
係
で
、
神
事
・
祭
礼
な
産
内
村
々
が
維
持
す
る
と
い
う
伝
統
な
ど
の
な
か
に
み
ら
れ
た
。

郷肢と村

次
に
市
域
を
含
む
播
磨
一
一
部
の
場
合
を
採
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
石
高
の
推
移
か
ら
み
れ
ば
（
表
ね
て
両

明
石
・
葵
饗

両
郡
の
村
々

郡
と
も
正
保
期
か
ら
元
禄
期
へ
か
け
て
の
一
七
位
紀
後
半
に
八

1
九
μ
の
増
加
を
み
て
い
る
し
、
村
数
に
お

第三節

い
て
も
増
加
の
額
向
は
明
絞
で
、
特
に
問
万
部
で
著
し
い
。

こ
の
石
高
の
増
加
は
、
池
田
輝
政
の
慶
長
検
地
の
よ
う
な
「
打
ち
出
し
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
開
墾
に
よ
る
刻

社E近症を史編IllI2I 



明石君II・美室長君IIの石i高村数の推移

明 石 君日 き定議郡

正i 石
正｛呆恕11~長 urn~ 3) 48, 387.54 *117村 37,687.06 13~キ）す(1646 〔100〕 (82 〔100〕

元禄郷帳（元（禄15j 52, 401. 446 149~寸） 40,975. 39 155キす
1702 〔108〕 (10 〔109〕

(11) 〔 〕はm数，（ ）は市城の村数。
＊「おなしJ と記された「11~）てj• ・如、il；輪寺・太Nj• ・ 19］正主を；すむ。
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表 23立
に
よ
っ
て
い
る
。

{I 

)I¥ 

地
増
加
を
基
本
に
し
て
お
り
、
村
数
の
増
加
の
方
は
、

元禄郷帳にみえる正保以後の明石昔日新村図 7

い
わ
ゆ
る
村
切
り
と
新
回
村
の
成

村
切
り
の
例
を
市
域
に
即
し
て
整
理
し
た
の
が
表
M
で
、
明
石
郡
で
ニ
例
、
美
麗
郡
で
一
一
一
例
、

て
い
る
。

い
ず
れ
も
二
村
に
分
割
さ
れ

新
田
村
の
成
立
は
、
明
石
郡
西
部
の
段
丘
上
に
あ
た
る
印
南
野
台
地
や
、
南
部
の
中
低
位
段
丘
上
で
顕
著
に
み
ら
れ
た
。
地

I22 第二詩二近役社会の成立



形
上
地
下
水
が
深
く
、
粘
土
質
あ
る
い
は
砂
利
質
の
悲
土
で
開
墾
は
厳

し
か
っ
た
が
、
正
保
J
元
禄
期
に
、

る
。
こ
の
う
ち
、
市
域
に
属
す
る
の
は
二
一
一
一
カ
村
（
表
お
）
で
、
そ
の
主

の
村
が
新
た
に
成
立
し
て
い

な
部
分
を
図
示
し
た
の
が
関
？
で
あ
る
。
伊
川
谷
・
大
蔵
谷
の
ほ
か
、

神
出
・
岩
間
の
地
に
多
く
の
新
田
村
、
が
誕
生
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

の
新
田
村
で
は
瀦
池
を
造
成
し
て
水
利
を
図
っ
た
が
、

用
水
は
乏
し
く
、

捌
墾
地
の
多
く
は
畑
で
あ
っ
た
。
当
然
用
水
確
保
の
願
望
は
強
く
、
関

石
川
・
伊
川
の
水
を
導
く
摺
舗
が
造
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ

の
経
緯
は
後
述
に
ゆ
ず
る
（

ω資）。

近
位
前
期
の
こ
う
し
た
台
地
の
開
発
は
、
明
石
藩
に
よ
っ
て
寛
永
末

郷肢と村第三節

元禄郷帳にみえる正保

以後の明石郡の新村

表 25

高

明石君5・5定幾郡における村切ワ
（単位・お）

表 24

1j1長W
ハμ白
併
が

331. 209 

396.231 

563.42 

163.536 

329.551 

352.665 

153.507 

619.386 

332. 12 

341. 37 

i!I: 近隆史縮瞳

フじ ネゑlE f来郷 ii！長

石

石
66.849 

186.676 

35. 504 

77. 002 

i 286. 549 

I 216. 377 
I 233.474 

i 146. 287 

: 72. 588 

I 188.423 

104.484 

286. 165 

203.652 

159.317 

119.448 

14.967 

105.868 

50.965 

82.92 

137.873 

12.83 

69.962 

18.001 

間

西垂水新国村

漆叫！新狂l村

吹上新田村

役谷新田村

北古新郎村

南－~i・新郎村

新々狂l村

':t EEi村

永井村

水谷村

秋開村

総ケ悩l村
赤坂村

聖子中J二村
野中下村

m新村
天ケ［河村

利l約村

池日：iJ付

iii!.下村
王宮 E色村
広谷村

山西村

村新

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

A

2

3

4

a

5

6

7

8

9

0

1

‘

2

3

 

市

Bゐ

4Bム

4PA4Bム

4BA4BEA
－－

A
せ

PA4BBBA
宅

BA
内
ょ
“
今
’
h

u

q

’h“
今
，
“

727. 44 開発村明

石

郡 726. 956 

資料：熊野市立図書館所絞文書3

682.216 

673.49 

772. 893 

新方村

村

中村町

荻原村

下
美

習室

郡

j明

ま
ず
郡
南
部
（
主
に

資料：総聖子市立隠！没fill所絞文勢

明
石
市
）
か
ら
始
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
が
、
市
域
の

神
出
・
岩
間
な
ど
で
の
開

発
は
、
そ
れ
よ
り
少
し
遅

く
、
こ
の
地
の
新
回
が
、

検
地
・
高
入
れ
を
経
て
、
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天和2年（1682〕野中村の

新聞畑検地

区分 商 i!1 分米 -'Ht 

&: ＇立歩 石 ヰ

下問 4. 12 0.308 7. 0 

F々 図 16 0.032 6.0 

よ畑 1. 5. 20 0.940 6目。
中世m 31.1.17 17.116 5.5 

F ~Ill 137. 8. 12 68. 920 5.0 

下々刻ll 21. 1. 16 9.539 4. 5 

屋敷 30. 1. 12 18.084 6.0 

合計 222. 3. 15 114. 939 

新
町
村
と
し
て
成
立
し
て
く
る
の
は
、
記
入
和
・
点
享
州
別
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
播
磨
間
明
石
郡
野
中
下
村
の
場
合
は
、
延
宝
年
間
に

滞
主
本
多
政
利
の
命
に
よ
っ
て
側
発
が
進
め
ら
れ
た
と
伝
え
、
」

t
i、
」
i

一

J
P
Y
J
r
ニ

表 26厳
し
い
耕
作
状
況
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
野
中
村
の
天
和
ニ
年
（
二
ハ
八
一
一
）

権
益
が
五
斗
の
下
畑
が
全
体
の
六
割
を
占
め
、

Eを1るト r大関家X'ii'i-J

六
八
六
）
に
新
沼
畑
の
検
地
が
行
わ
れ
て
お
り
、

ひ
か
え

の
「
差
出
拍
帳
」
に
よ
れ
ば
、
村
高
は
二
ニ
九
石
田
七
六
、

回
一
一
一
町
五
反
一

十
ふ
保
十
九
年
（

七一一一四）

歩
、
畑
二
五
町

反
七
畝

池
一
一
一
カ
所
（
秋
旧
村
立
会
）
、
家
数
六
九
軒

の
村
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
村
全
体
の
平
均
年
京
市
中
は
ニ
五
%
と
緩
め
て

低
く
、

田
畑
平
均
石
盛
も
四
斗
八
升
六
合
と
い
う
低
さ
で
あ
り
、
開
発
地
の

「
新
聞
畑
検
地
帳
」
に
よ
っ
て
も
（
表
め
て
開
発
さ
れ
た
土
地
は
、
反
当
た
り
収

国
は
下
回
・
下
々
回
な
あ
わ
位
て
も

%
に
も
満
た
な
い
わ
ず
か
な
も
の
で
あ

っ
た
。
開
発
さ
れ
た
の
は
圧
倒
的
に
、
斗
代
五
斗
前
後
の
下
畑
・
中
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、

一
は
ぼ
同
時
期
の
延

京
検
地
に
よ
る
摂
津
間
の
下
畑
・
中
畑
の
一
平
均
的
斗
代
（
八
斗
J
一
石
二
斗
）
を
大
き
く
下
問
っ
て
い
る
。
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2 

村
社
会
の
様
相

板
宿
村
の

村
民
構
成

次
に
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
村
々
の
内
部
に
自
を
転
じ
て
み
よ
う
。
成
立
期
の
近
世
の
村
が
、
決
し
て
対
等
な

本
百
姓
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
内
部
に
多
様
な
村
内
諾
身
分
が
あ
り
、
農
民
相
互
の

措
層
差
も
大
き
く
聞
い
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
農
民
諸
階
層
の
具
体
的
な

在
り
方
に
つ
い
て
、
尼
崎
滞
領
の
入
部
郡
板
宿
村
を
例
に
考
え
て
み
よ
う
。

板
宿
村
は
、
近
世
の
村
で
い
え
ば
ほ
ぼ
中
規
模
の
平
均
的
な
村
で
あ
る
。

」
の
村
に
残
さ
れ
て
い
る
覚
、
氷
二
十
一
年
（
一
六

四
回
）
の
つ
吉
利
支
丹
誓
紙
帳
」
は
、
家
ご
と
に
宗
旨
と
日
一
那
寺
を
書
き
上
げ
た
も
の
で
、

後
の
宗
門
改
人
別
帳
に
あ
た
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
当
時
の
板
宿
村
は
家
数
問
一
一
一
軒
、
人
口
一
七
六
人
の
村
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
う
ち
の
八
軒
は
下
人
の
家
で
あ

り
、
さ
ら
に
こ
れ
に
、
家
な
し
の
下
人
一
家
族
を
加
え
る
と
村
内
に
九
家
族
一
一
一
三
人
の
下
人
の
存
在
が
み
と
め
ら
れ
る
。
下
人

と
は
、

一
般
的
に
主
家
に
隷
属
す
る
農
民
の
こ
と
で
、

一
七
世
紀
半
ば
墳
の
板
宿
村
で
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
家
持
下
人
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
間
二
年
後
の
貞
享
一
一
一
年
（
一
六
八
六
）
の
「
宗
門
井
家
数
人
数
御
改
帳
L

か
ら
は
、
沼
崎
藩

郷皮と村

支
配
下
の
村
氏
構
成
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
幻
は
、
板
宿
村
内
の
身
分
別
家
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
村
が
四
六
府
の
本
役
人
の
家
を
中
核
と
し
つ
つ
も
、
半
役
人

第三節

・
隠
居
・
あ
り
き
な
ど
多
様
な
身
分
の
農
民
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
村
内
身
分
は
、
覚
、
氷

十
一
一
年
、
青
山
幸
成
が
遠
江
掛
川
（
静
岡
県
掛
川
市
）
か
ら
尼
崎
に
入
封
し
て
以
後
、
尼
椅
藩
領
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ill: 近E芝日ミ締盟12ラ



j去三[3年（1686）板
宿村の村内身分

身分 家 数

料［

皮 屋 1 

本役人 46 

='l主役人 3 

I怒 E号 s 
後 家 3 

あり き 1 

メlコ〉、 計 59軒（327人）

創
設
当
初
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
本
役
人
・
半
役
人
と
は
年

け
で
は
な
く
屋
敷
地
単
位
に
課
さ
れ
る
夫
役
を
も
負
担
す
る
’
身
分
の
家
で

あ
る
。
夫
役
に
は
近
位
初
期
の
戦
陣
に
召
し
連
れ
る
陣
夫
役
を
は
じ
め
築
城
や

資料：「秋宗家文書J

道
路
・
堤
防
な
ど
の
普
請
人
足
な
ど
が
あ
り
、
本
役
人
は
一
軒
前
、
半
役
人
は

本
十
軒
前
の
夫
役
を
負
担
し
た
。
夫
役
負
担
者
は
一
五

1
六
O
歳
の
男
子
で
あ
り
、

尼
崎
藩
で
は
少
な
く
と
も
元
禄
末
期
間
引
ま
で
は
宗
門
改
帳
に
一
五
J
六

O
歳
の

男
子
の
人
数
を
書
き
出
さ
せ
て
い
る
。
次
に
、
役
負
担
民
民
の
屋
敷
地
内
に
別

表 27棟
を
設
け
て
住
ん
で
い
た
の
が
隠
賠
で
あ
る
。
長
男
に
あ
と
を
譲
っ
た
親
が
、
一
つ
一
一
一
男
と
と
も
に
別
棟
に
移
っ
て
居
住
し
、

親
が
死
ぬ
と

一
、
一
一
一
男
の
家
族
が
隠
居
身
分
を
継
い
だ
。
そ
の
意
味
で
、
隠
居
は
血
縁
分
家
を
指
す
語
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
穏

一
応
、
本
家
と
は
別
制
の
農
業
経
営
を
行
っ
て
い

居
は
、
直
接
領
主
に
対
し
て
夫
役
を
負
担
す
る
義
務
を
持
た
な
か
っ
た
が
、

た
。
こ
れ
ら
村
内
諾
身
分
の
う
ち
、
庄
屋
と
つ
あ
り
き
一
に
は
、
年
間
庄
屋
給
と
し
て
米
一
一
石
、
あ
り
き
給
と
し
て
一
石
ニ
斗

が
村
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
あ
り
き
」
は
い
わ
ゆ
る
「
あ
る
き
」
と
み
ら
れ
、
村
の
公
的
諸
雑
事
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

下
人
の
存

夜
形
態

と
こ
ろ
で
、
表
幻
に
は
一
ぶ
さ
れ
て
い
な
い
が
、
板
宿
村
五
九
軒
の
う
ち
、
七
軒
の
家
に
は
下
人
二
七
人
が
抱
え

年
当
時
、
す
で
に
家
持

ら
れ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
村
の
下
人
の
ほ
と
ん
ど
は
、
覚
、
氷
ニ
十

で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
貞
享
三
年
当
時
の
下
人
の
多
く
も
家
持
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
下
人
は
五
九
軒
の
百
姓
身
分
の
家
の
家
内
人
数
の
中
に
〈
（
泊
ま
れ
て
お
り
、
自
立
し
た
農
民
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な

126 inニポ近i計上会の成立



い
こ
と
は
控
目
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
下
人
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
作
成
し
た
の
が
、
表
犯
で
あ
る
。
一
一
七
人
の
下
人
は
、
甚
右
衛
門
以
下
七
人

の
農
民
に
抱
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
抱
え
主
で
あ
る
、
平
家
は
、
庄
屋
と
本
役
人
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
甚
右
衛
門
の
抱

郷庄と村第三節

jえ卒3年（1686）板宿村の下人・家公人

ヨ三 家 T 人

名前 身分 人数 下 5月 下 女

i座布衛門 本役人 2人 回20歳（ 9年季） ①23歳

消十郎 I/ 1 回21歳

②37歳（回の女房）庄太夫 II 5 毘34歳

日］16歳 ① 2歳

①23歳

惣1日l(Jf＇日 II 間57歳 ①49歳（匡の女房）

国22歳 ①23歳

巴12歳 ⑦ 9歳

王子三虫［l // 3 司17歳 ③41議

j①11歳

庄三郎 ff 5 国31絞 ⑬25歳（匝の女房）

回 6歳 @67歳

悶 3歳

久左衛門 庄屋 5 関49古美 ⑫39歳（闘の女房）

国 5絞 ⑬27歳

罰19歳（8年季）

合計 27)¥ 14人 13）、

表 28

え
て
い
る
こ

O
歳
の
下
男
、
久
在

衛
門
の
抱
え
て
い
る
一
九
歳
の
下

男
が
、
そ
れ
ぞ
れ
九
年
季
、

/¥ 
/<f 

季
の
年
季
奉
公
人
で
あ
り
「
宗
旨

判
、
親
方
に
て
仕
り
侯
」
と
あ
る

よ
う
に
、
宗
旨
人
別
の
台
帳
は
親

の
村
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
残
る
下
人
は
い
ず
れ
も
年

季
の
記
載
が
な
く
譜
代
、

つ
ま
り

先
祖
の
代
か
ら
の
下
人
で
あ
っ
た

資料： r秋宗家文芸わ

と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
下
人
の
ほ
と
ん
ど
が
、

単
身
の
年
季
奉
公
人
で
は
な
く
、

家
族
を
構
成
す
る
譜
代
下
人
で
あ

1il: 近歴史綜illlr27 



る
こ
と
は
、
下
人
の
年
齢
構
成
か
ら
も
推
定
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
庄
三
郎
の
下
人
五
人
は
、
一
一
二
歳
の
下
男
を
中
心
に
、
そ

の
母
（
六
七
歳
）
、
女
房
（
二
五
歳
）
と
子
供
（
六
歳
・
一
一
一
歳
）
か
ら
成
り
、
惣
左
衛
門
の
下
人
六
人
は
、
五
七
歳
と
四
九
成
の
夫
婦
と
、

そ
の
子
供
（
一
一
一
一
一
歳
・
二
一
一
歳
・
二
一
歳
・
九
歳
）
で
あ
っ
た
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
下
人
は
、
こ
の
よ
う
に
家
な
持
ち
家
族
を

す
る
義
務
が
な
か
っ
た
。

構
成
し
て
い
た
が
、
家
は
主
家
の
麗
敷
地
内
の
別
棟
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
た
め
、
領
主
に
対
し
て
直
接
に
夫
役
を
負
担

ま
た
、
自
ら
の
保
有
地
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
持
た
な
い
こ
と
も
多
く
、
概
し
て
自
立
的

れ
ら
の
点
に
求
め
ら
れ
る
。

な
操
業
経
営
を
営
む
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
、
領
主
権
力
か
ら
自
立
的
な
農
民
と
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
も
、
こ

ま
た
主
家
と
下
人
家
族
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
板
宿
村
の
例
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、
近
村
の
向
川
村
の
例
に
よ
れ
ば
、
主

家
は
下
人
の
子
が
生
ま
れ
る
と
、
米
・
味
噌
を
与
え
、
そ
の
後
毎
年
「
仕
着
L

と
し
て
衣
服
を
給
し
て
い
る
。
下
人
の
子
が
一
人
前
に
な
る
と
、
少
し
ず
つ

新
田
を
聞
か
せ
て
分
与
し
、
下
人
の
惣
領
に
は
親
の
跡
を
継
承
さ
位
、
一
一
番

目
の
子
に
は
家
を
建
て
て
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、

一一一

O
歳
く
ら
い
ま
で
は
っ
給
米
渡
さ
ず
」
と
あ
り
、
下
人
が
無
給
で
主
家
の

田
畑
で
の
労
働
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
例
、

一
七
世
紀
後
半
の
農
民
構
成
を
知
る
た
め
に
示
し
た
の
が
、

表
的
の
坂
本
村
の
階
層
構
成
で
あ
る
。
坂
本
村
は
、
丹
生
山
田
の
山
麓
に
位

置
し
、
村
高
一
四
一
石
余
の
や
や
小
規
模
な
村
で
、
持
高
一

J
一
一
一
石
の
小
高

延安8年 (1680）入部郡（山田）坂

本村の階隠構成

表 29

10石以上

7～10石

5～ 7 

3～ 5 

1～ 3 

1石未満

無高（水呑）

数
炉ι←，
易t

｝ドF
3 

4 

2 

7 

16 

1 

9 

一同一同持

4zn汗（165人・ .tj二16匹）計メラ、
口

128 

資料： rrn中家文f~tJ
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持
農
民
の
隠
が
最
も
多
い
。
こ
の
村
に
は
、
全
一
戸
数
凶

軒
の
う
ち
、
九
軒
の
無
高
・
水
呑
と
呼
ば
れ
る
零
細
農
民
が
い
る
。

延
安
八
年
（
一
六
人
O
）
の
記
録
で
は
こ
の
無
高
の
農
民
は
、

い
ず
れ
も
家
族
な
構
成
し
家
を
持
つ
て
は
い
る
が
、
そ
の

は
例
外
な
く
一
こ
の
分
源
兵
衛
へ
入
い
「
こ
の
分
惣
兵
衛
へ
入
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

」
れ
が
、

源
兵
衛
や
惣
兵
衛
の
家

内
人
数
に
入
れ
る
と
い
う
意
味
か
、
小
作
米
を
源
兵
衛
や
強
兵
衛
に
入
れ
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
か
定
か
で
は
な
い
が
、

、

ご
し
」
d
ノ

れ
に
し
て
も
、
源
兵
衛
（
持
高

一
石
余
）
、
惣
兵
衛
（
持
潟
約
一

O
石
）
な
ど
の
上
層
農
民
と
の
間
に
一
定
の
隷
篇
関
係
が
あ
っ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
板
宿
村
の
家
持
下
人
も
、
坂
本
村
の
無
高
・
水
呑
も
、
呼
称
こ
そ
違
え
、

い
ず
れ
も
家
を
持
ち
、
単
婚
家
族
を

構
成
し
な
が
ら
も
、
な
お
主
家
へ
の
隷
属
的
な
一
関
を
持
つ
と
い
う
点
で
、
実
質
的
に
は
閉
じ
階
層
に
属
す
る
零
細
な
小
農
民

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
近
位
の
村
は
、
こ
う
し
た
隷
属
的
な
小
良
民
を
含
み
込
ん
で
成
立
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
小
農
民

が
そ
の
隷
属
関
係
か
ら
自
立
し
て
、
村
の
実
質
的
な
構
成
員
と
し
て
成
長
し
て
い
く
過
程
を
、
そ
の
後
の
近
世
の
村
の
展
開
に

お
け
る
一
つ
の
道
筋
と
し
て
見
通
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

近
位
の
村
は
前
述
の
よ
う
に
、
領
主
支
配
の
単
位
と
し
て
行
政
的
に
設
定
さ
れ
た
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の

村
の
機
構

郷庄と村

点
か
ら
村
役
人
、
五
人
組
制
、
中
市
北
側
部
な
ど
近
位
独
特
の
村
の
機
構
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

近
位
の
村
の
運
営
に
か
か
わ
る
行
政
や
自
治
の
中
心
的
役
割
合
｝
負
っ
た
の
が
庄
監
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
泊
郷
庄
期
よ
り
、
村

を
束
ね
る
必
要
か
ら
、
有
力
農
民
の
長
百
姓
が
存
在
し
、
そ
う
し
た
役
割
を
担
っ
て
い
た
か
ら
、
幕
府
は
そ
れ
を
庄
麗
と
し
て

第三iお

村
支
配
の
拠
点
に
位
毘
づ
け
、
そ
の
任
免
を
代
官
に
掌
揺
さ
せ
た
。
初
期
の
年
貢
免
状
に
み
え
る
表
記
で
も
「
庄
屋
百
姓
中

と
あ
り
、
村
役
人
と
し
て
は
庄
屋
が
玄
ず
置
か
れ
た
と
い
え
る
。
庄
患
を
補
佐
す
る
年
寄
、
村
氏
の
代
表
と
し
て
監
察
的
な
役
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写真 31 寛永21年板宿

村「宵利支丹イマ
紙JjJ長」（炎紙）

訓
を
負
っ
た
と
い
う
頭
百
姓
（
ぽ
姓
代
）
は
延
定
年
間
に
み
え
、
以
後
こ
の

役
が
近
世
を
通
じ
て
、
村
役
人
と
し
て
村
政
の
要
と
な
っ
た
。

五
人
組
は
お
よ
そ
五
円
を
基
準
に
組
み
合
わ
せ
、
う
ち
二
戸
を
組
頭
と

し
て
、
治
安
の
維
持
、
年
買
の
完
納
な
ど
な
期
し
た
相
互
連
帯
組
織
で
、

幕
府
が
覚
、
氷
十
四
年
に
定
め
た
「
郷
中
御
条
目
」
で
は
、

っ
此
れ
よ
り
以

前
仰
せ
出
さ
れ
候
五
人
組
い
よ
い
よ
念
を
入
れ
相
改
む
べ
き
事
」
と
し
、

毎
年
五
人
組
帳
を
作
成
し
、
提
出
さ
せ
た
。
寛
文
十
一
年
（
一
六
七

）
の
田
小
部
村
五
人
組
帳
控
は
背
部
会
］
欠
く
が
、
前
書
に

は
禁
制
や
生
活
規
範
が
列
記
さ
れ
、
毎
月
二
日
に
村
中
残
ら
ず
寄
り
合
い
読
み
聞
か
せ
、
油
断
な
く
「
吟
味
」
す
る
こ
と
を
請

け
合
う
形
で
、
庄
屋
一
人
年
寄
一
一
人
を
筆
頭
に
、
以
下
五
人
ず
つ
九
級
、
合
計
四
八
人
が
連
判
し
、
宛
先
に
代
官
五
味
藤
九
郎

一
戸
に
当
た
る
と
み
ら
れ
る
。

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
向
村
の
一
戸
数
は
寛
保
一
一
一
年
（
一
七
四
一
ニ
）
で
無
高
を
含
ん
で
問
七
戸
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
連
判
は
全

ま
た
キ
リ
ス
ト
教
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
幕
府
は
、
元
和

（
二
ハ
一
七
）
の
武
家
諸
法
度
に
そ
の
禁
止
を
載
せ
、
寛
永
十

ニ
年
以
後
は
繰
り
返
し
領
内
で
の
取
締
り
を
命
じ
て
い
る
。
板
宿
村
に
残
る
寛
、
氷
一
一
十
一
年
の
つ
吉
利
支
丹
誓
紙
帳
」
で
は
、

前
文
に
「
我
等
儀
き
り
し
た
ん
に
て
御
座
な
く
禅
宗
に
て
御
座
候
L

に
始
ま
り
、
後
に
も
し
こ
の
旨
に
違
え
ば
、
ゼ
ウ
ス
・
バ

zX
と
同
じ
文
言
の
誓
紙
を
記
し
、

テ
レ
ン
・
聖
マ
ワ
ア
そ
の
他
の
罰
を
被
り
獄
所
の
苦
患
に
責
め
ら
れ
浮
か
ば
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
味
の
「
転
び
」
起
請

一
家
ご
と
に
家
族
の
名
を
連
ね
、
村
役
一
一
一
人
が
署
名
し
、
宛
名
は
尼
崎
藩
の
役
人
と
み
ら
れ

る
桑
村
・
石
井
の
両
名
に
な
っ
て
い
る
。
初
期
は
こ
う
し
た
誓
紙
の
形
式
を
と
っ
て
宗
門
改
め
が
行
わ
れ
た
。

工30近世社会の成立第二ポ



寛
文
四
年
幕
府
は
改
め
て
、
毎
年
領
内
で
の
宗
旨
改
め
を
命
じ
、
と
く
に
滞
に
は
役
人
を
設
置
す
る
よ
う
指
示
し
た
。

一
方

寺
門
に
対
し
て
は
、
す
で
に

J
水
門
日
一
那
請
合
之
錠
」
を
定
め
、

キ
リ
ス
ト
教
、
悲
沼
派
・
不
受
一
小
施
派
（
と
も
に
日
運
宗
の
一

派
）
の
一
一
一
宗
国
間
を
禁
じ
、
樫
山
本
の
う
ち
「
正
法
に
紛
れ
な
き
者
」
に
つ
い
て
は
、

そ
の

の
詩
帳
に
卯
証
し
て
謎
出
す
る
よ
う
、

諸
宗
役
寺
を
通
じ
て
命
じ
て
お
り
、
こ
う
し
て
い
わ
ゆ
る
寺
詩
け
の
仕
法
が
一
般
化
さ
れ
て
い
っ

先
の
板
宿
村
の
貞
一
平
一
ニ
年
改
帳
で
は
、

「
板
街
村
宗
門
井
家
数
人
数
御
改
桜
」
と
題
さ
れ
、

一
家
ご
と
名
前
・
年
齢
・
夫
役

負
担
状
況
（
本
役
人
・
半
役
人
の
別
）
、

五
人
組
編
成
ま
で
記
載
し
、
日
一
那
寺
が
詰
判
し
て
小
笠
原
ら
四
名
の
宛
名
と
し
、
さ
ら
に

年
寄
が
諦
判
し
て
小
笠
原
ら

の
宛
名
、
そ
の
う
え
郡
お
衛
門
（
大
庄
屋
）
が
諮
判
し
て
向
じ
く
小
笠
原
ら
一
一
一
名
の
宛

名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
板
宿
村
は
尼
崎
滞
領
で
あ
っ
た
か
ら
、
小
笠
原
ら
は
藩
の
宗
門
奉
行
で
あ
り
、
落
で
は
奉

行
を
村
に
派
遣
し
て
人
別
改
め
を
実
施
し
、
一
二
段
階
の
詰
判
を
絞
る
と
い
う
厳
重
さ
で
改
帳
を
提
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
幕
府

領
で
は
京
国
民
改
帳
と
五
人
総
帳
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
作
成
さ
れ
、
大
庄
屋
制
が
な
い
の
で
、
寺
と
村
役
人
の
二
段
階
の
請
判
と
な

っ
て
い
る
。

村
す
べ
て
伺
宗
旨
で
同
じ
寺
の
檀
家
と
い
う
場
合
も
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
同

本
村
の
場
合
は
、
村
民
の
宗
旨
は
一
一
一
宗
派
に
分
か
れ
て
い
て
、
川
w禅
宗
の
一
一
戸
は
村
内
に
あ
る
宝
積
寺
だ
け
で
向
村
に
樹
家
は

郷庄と村

な
く
、
例
浄
土
宗
の
一

O
E
Fは
村
内
に
あ
る
光
切
寺
の
国
家
、
同

向
宗
の
二

O
戸
は
、
そ
の
う
ち
一

O
一
戸
が
隣
村
田
中
村

に
あ
る
安
念
寺
の
、
ム
ハ
一
戸
が
悶
青
木
村
荷
林
寺
の
、
残
る
間
一
戸
、
が
回
辺
村
常
光
寺
の
臨
家
で
あ
る
（
戸
数
は
す
〈
政
十
一
年
（
一
八
一
一

第三節

八））。

宗
国
防
改
め
は
村
単
位
で
行
わ
れ
た
の
で
、
問
問
本
村
で
は

J
否
問
人
家
御
改
帳
」
は
京
皆
ご
と
に
毎
年
一
一
一
間
作
成
さ
れ
て

、

〉

O

L
y
v
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元禄14年（1701)須磨組17カ村の家数・人数・在村率

村 名 家数 人数 i一軒当り 在村者 在村ネ
粁 人 人 人 % 

i 北野村 293 5. 7 291 99.3 

2 生 III??; 3 5 1. 7 5 100.0 

3 宇治野村 29 161 5.6 160 99.4 

4 中1吉村 6 45 7.5 43 95.6 

5 坂本村 54 292 5.4 274 93.8 

6 J花関村 39 219 5.6 215 98.2 

7 長関村 148 698 4. 7 672 96.3 

8 板宿村 67 379 5. 7 373 98.4 

9 大手村 50 263 5.3 251 95.4 

10 西須磨村 125 805 6. 4 I 791 I 98. 3 

11 東須磨村 144 846 5.9 

12 i狗ケ林村 228 1 138 I 5.0 989 86. 9 

13 西尻池村 31 143 4.6 139 97. 2 

14 東尻池村 141 688 4.9 664 96.5 

15 走水村 34 193 5. 7 185 95.9 

16 ニ茶農村 309 1, 873 6. 1 1,349 72. 0 

17 神戸村 291 1, 621 5.6 1, 311 80.9 

合 計 1, 750 9,662 5.5 8, 530 88.3 

村
民
の
生
業

向
じ
市
域
の
村
々
で
も
、

表 30こ
の
調
査
を
命
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
家
数
・
人
数
の
ほ
か
に
「
所
ニ
有
人
」

の
数
な
ど
も
謬
き
あ
げ
さ
せ
て
い
る
。

北
部
山
間
部
の
村
と
南
部

海
浜
地
帯
の
村
と
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
人
々
の
生
活
と
村
の
在
り
方
に
差
異
が

見
ら
れ
た
。
次
に
、
元
禄
十
四
年
（
一
七
O
一）

尼
崎
藩
に
提
出
さ
れ
た
「
須
磨
紐
村
々
宗
門

井
家
数
人
数
御
改
惣
寄
帳
」
に
よ
っ
て
、
荷

部
の
須
磨
組
一
七
カ
村
の
特
徴
を
み
て
お
こ

資料： r秋宗家文書J

う
こ
の
一
七
カ
村
は
、
兵
庫
津
を
閉
む
よ
う

な
形
で
、
そ
の
周
縁
部
に
位
置
す
る
村
々
で

あ
る
。
尼
崎
藩
は
、
夫
役
徴
収
の
た
め
に
、

（
在
村
者
）
の
数
、

一五
J
六
O
歳
ま
で
の
男
子

表
却
は
、
こ
れ
ら
一
七
カ
村
の
概
要
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
各
村
の
家
数
・
人
数
に
は
大
き
な
設
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
生
間
宮
を
除
け
ば
一
軒
当
た
り
の
家
族
数
は
お
お
む
ね
五
J
六
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
村
の

主
た
る
産
業
が
農
業
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
農
業
以
外
の
稼
ぎ
も
う
か
が
え
る
。

七
カ
村
中
、
家
数
・
人
数
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と
も
に
際
立
っ
て
多
い
の
は
、

で
あ
り
、

い
ず
れ
も
海
岸
に
臨
む
海
辺
の
村
で
あ

ツ
茶
屋
村
、
神
戸
村
、
駒
ケ
林
村
の

る
。
し
か
も
、
こ
の
一
一
一
カ
村
は
い
ず
れ
も
在
村
率
が
低
く
、
た
と
え
ば
在
村
率
七

% 
11) 

一
ツ
茶
農
村
で
は
、
子
供
や
女
性
も

含
め
た
全
人
口
の
四
分
の
一
以
上
の
人
々
が
村
に
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
村
を
離
れ
て
い
る
人
々
が
、
ど
こ
へ
行
っ
て
い
る
の
か
を
み
よ
う
と
し
た
の
が
、
表
幻
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る

と
、
村
を
離
れ
て
い
る
人
々
の
大
部
分
が
「
他
国
上
り
」
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
っ
船
乗
り
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ニ
ツ
茶
屋
村
、
神
戸
村
、
駒
ケ
林
村
の
船
乗
り
の
人
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五

九
人
、
一
一
一

O
六
人
、

一
回
目
人
で
あ
り
、
そ
の
他

の
村
々
も
あ
わ
せ
る
と
摂
際
組
に
は
千
人
近
い
船
梁
り
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
全
人
数
の

割
強
、
成
人
男
子
の

%
に
あ
た
る
。
ニ
ツ
茶
屋
村
・
神
戸
村
は
近
位
を
通
じ
て
所
属
廻
船
が
多
く
、
西
廻
り
航
路
開
設
期
か
ら
産
物
輸
送
に
就
航
し

て
お
り
、
こ
の
期
で
も
そ
の
活
発
な
活
動
が
う
か
が
え
る
。
駒
ケ
林
村
の
場
合
は
漁
業
が
膿
ん
で
、
季
節
に
よ
っ
て
は
他
国
へ

出
漁
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
船
乗
り
と
し
て
活
動
し
た
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
村
を
縦
れ
て
い
る
者
の
中
に
は
、
船
乗
り
の
他
に
奉
公
に
出
て
い
る
者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
表
れ
に
よ
れ
ば
、

公
先
は
武
家
・
商
家
・
農
家
な
ど
幅
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
尼
崎
藩
に
対
す
る
中
間
泰
公
や
家
中
の
者
へ
の
武
家
奉

公
に
比
べ
て
、

「
町
在
奉
公
」
と
呼
ば
れ
る
商
家
や
農
家
へ
の
奉
公
の
方
が
多
い
。
ま
た
藩
の
領
外
よ
り
領
内
で
の
奉
公
を
優

郷皮と村

先
す
る
政
策
の
あ
ら
わ
れ
か
、
領
外
へ
出
る
よ
り
も
尼
崎
審
領
内
で
の
奉
公
の
方
が
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
り
わ

け
こ
の
時
期
は
、
領
内
の
尼
崎
城
下
と
兵
路
へ
の
奉
公
が

ち
、
農
村
奉
公
人
の
数
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
っ
て
い
な
い
。
ま

第三節

た
、
東
須
磨
村
の
大
工
九
人
、
坂
本
村
の
船
大
工

人
な
ど
、
戦
人
が
他
悶
へ
出
向
い
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る。
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こ
の
よ
う
に
、
元
禄
期
の
須
磨
組

村
々
の
特
徴
は
、
農
業
生
産
だ
け
に

依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人

々
（
基
幹
労
働
力
た
る
成
年
男
子
）
が
絶

え
ず
領
外
と
も
往
来
し
て
お
り
、
と

り
わ
け
成
年
男
子
の
一
一
一
人
に

人
カL

っ
船
乗
り
」
で
あ
る
こ
と
に
顕
著
に

認
め
ら
れ
よ
う
。

皮
多
村
の

成
立

次
に
、
近
世
に
お
け

る
村
の
成
立
の
問
題

と
し
て
、
皮
多
村
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
。
皮
多
と
呼
ば
れ
る
人
々

の
賠
住
村
落
の
中
に
は
、
す
で
に
中

世
か
ら
、

た
と
え
ば
下
級
神
人
や
芸

能
民
を
は
じ
め
多
様
な
起
源
を
も
っ

賎
民
の
居
住
地
と
し
て
、
近
世
の
皮

多
村
に
連
な
っ
て
い
っ
た
例
も
見
ら

（単位人）

計

293 

5 

161 

45 

,6.. 
r:J 在村吉野

291 

5 

160 

43 

須磨組 17カ村の奉公人と船乗り

他悶上り千石うた

船乗

三｜三季

292 

219 
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れ
る
。

ま
た
戦
国
大
名
が
、

的
の
た
め
に
皮
革
を
調
達
さ
せ
た
り
、

戦
場
の
死
者
や
死
牛
店
内
の
処
理
を
さ

せ
る
た
め
に
、
皮
多
を
て
定
の
土
地

に
集
住
さ
せ
た
こ
と
に
起
因
す
る
場

合
も
あ
る
。

し
か
し
、
死
牛
馬
の
処

盟
、
皮
は
ぎ
や
皮
細
工
な
ど
に
従
事

す
る
人
々
を
、
広
く
つ
か
わ
た
」
の

語
で
表
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
そ
の

元禄 14主Fc1100 

2 

2 

）
 
1
 
（
 

東須際村

駒ケ林村

西尻池村

東尻池村

走 7J：村
二茶屋村

手qi戸村

世

11 

2

。3
4
白

M

コ〆
b
巧

I

I

l

l

－

1

1

 
10 

（注） （ ）は捻JEo
資料：「秋宗家文書」

街l中間

6 

4 

近

表 31

北野村

全日：i’広

三子治野村

仁j1i吉村

坂本村

荒 rn村
長佼i村

板街村

大手村

西須磨村

2 

歴史意節目i

名村

－A
q

A

今
、

υ

4
・
コ

f
o
n
t
O
6

ハV

ハUー

計メ弘
仁1

後
の
豊
臣
政
権
期
で
あ
り
、
さ
ら
に
皮
多
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
職
業
や
居
所
を
限
定
化
さ
れ
、
被
差
別
身
分
と
し
て
決
定
的
に

確
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

差
別
さ
れ
る
に
奈
る
方
向
性
は
、
む
し
ろ
近
枇
に
入
っ
て
か
ら
、
と
り
わ
け
一
七
世
紀
後
半
の
幕
務
権
力
の
諸
政
策
を
通
じ
て

市
域
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
慶
長
国
絵
図
に
「
か
わ
た
村
」
の
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
も
皮
岡
村
か
ら
の
入
総
に
よ

郷庄と村

っ
て
開
拓
さ
れ
た
新
聞
に
新
た
な
皮
多
村
が
成
立
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
ら
市
域
に
お
け
る
皮
多
村
の
存
在
に
つ
い
て

は
、
元
禄
郷
帳
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
知
り
得
る
が
、
そ
れ
以
前
の
戦
国
期
か
ら

七
位
紀
前
半
ま
で
の
、
初
期
皮
多
村
の
実

第三節

態
を
具
体
的
に
示
す
よ
う
な
史
料
は
、
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、

い
く
つ
か
指
臨
し
て
お
き
た
い
。

の
諸
政
策
に
み
ら
れ
る
差
別
強
化
の
特
質
を
、
市
域
皮
多
村
の
動
向
と
か
か
わ
ら
せ
て
、

一
七
世
紀
半
ば
以
降
の
幕
藩
権
力

135 



一
七
世
紀
後
半
（
究
交
J
一
%
禄
刻
）
の
領
主
政
策
と
し
て
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て

き
た
第
一
の
点
は
、
宗
門
帳
、
検
地
帳
、
村
明
細
帳
な
ど
の
作
成
に
あ
た
り
、
皮
多

ギF号下十J-閥、いにつき約定ilhie部分〕

の
分
を
別
帳
に
し
た
り
、
末
尾
に
皮
多
分
と
し
て
ま
と
め
る
と
い
う
形
を
と
ら
せ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
万
禄
十
四
年
に
尼
崎
務
に
提
出
さ
れ
た
、
須

・
陪
組
村
々
の
宗
門
・
家
数
・
人
数
改
め
の
日
銀
が
、
須
磨
組
一
七
カ
村
の
家
数
・
人

数
を
集
計
し
た
末
尾
に
二
ニ
カ
村
に
ま
た
が
っ
て
存
在
す
る
八
一
一
一
軒
の
人
々
を
、
「
皮

多
分
L

と
し
て
別
に
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
皮
多

の
存
在
形
態
と
し
て
、
元
禄
郷
帳
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
皮
多
村
と
し
て
村
役
人
も
有

す
る
独
立
村
を
形
成
す
る
場
合
と
、
一
万
禄
期
須
磨
組
村
々
の
聞
の
よ
う
に
、
村
内
の

写真 32

居
住
区
は
特
定
さ
れ
な
が
ら
、

一
つ
の
行
政
村
の
中
に
含
め
ら
れ
る
場
合
と
が
あ
っ

Tこ
第
二
は
、
幕
藩
領
主
の
寺
院
政
策
の
中
で
、

一
七
世
紀
後
期
以
降
、
皮
多
村
の
寺

こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
皮
多
が
帰
依
し
て
い
た
浄
土
真
宗
で
も
、
寛
文
五
年
に
寺
の
木
米
関
係
が
秘
度
化
さ
れ
て
以
来
、
皮
多

や
道
場
が
、
他
の
村
々
と
は
別
に
、
中
本
土
寸
（
え
た
一
政
寺
）
の
下
に
編
成
さ
れ
て
い
く

村
の
日
一
那
寺
は
、
本
寺
（
商
本
願
寺
）
下
の
中
本
寺
の
管
轄
下
に
佳
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。
市
域
で
も
元
禄
期
に
皮
多
身
分
の
人

々
が
京
都
の
万
宜
寺
に
、
播
際
国
明
石
藩
領
内
の
皮
多
村
が
京
都
の
金
福
寺
に
、
そ
れ
ぞ
れ
編
成
さ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
さ
ら
に
注
関
さ
れ
る
の
は
、
皮
多
村
の
寺
と
し
て
、
内
末
寺
（
道
場
）
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
内
末
寺
と
は
、
道
場

x36 第二章近i!!：社会の成立



を
建
立
し
、
本
寺
か
ら
木
仏
や
尊
像
な
ど
の
安
置
を
内
々
に
認
可
さ
れ
た
も
の
の
、
幕
藩
権
力
か
ら
公
的
に
は
寺
口
す
が
一
認
め
ら

れ
て
い
な
い
寺
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
内
米
寺
が
存
在
し
た
背
景
に
は
、
新
聞
皮
多
村
な
ど
生
産
力
の
低
い
村
が
、
成
立

当
初
に
道
場
は
建
立
し
た
も
の
の
僧
慣
を
養
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
に
宗
旨
改
め
の
手
続
き
を
独
自
に
行
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
か
わ
り
に
、
村
民
は
い
く
つ
か
の
近
隣
皮
多
村
の
寺
に
分
属
す
る
形
を
と
り
、
宗
国
同
改
め
の
手
続
き

も
、
こ
れ
ら
他
村
の

依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
皮
多
村
の
寺
が
他
の
村
々
と
は

別
に
中
本
寺
に
編
成
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

の
中
に
も
、
独
p

目
に
宗
旨
手
続
き
を
行
い
公
式
の
寺
号
を
持
つ
末
寺
と
、
宗
出
向

手
続
き
を
独
自
に
行
う
権
限
も
、
公
式
の
寺
号
も
認
め
ら
れ
て
い
な
い
内
末
寺
と
が
重
層
的
に
存
在
し
て
い
た
複
雑
な
状
況
が

一
爪
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

七
位
純
米
の
…
‘
丸
一
禄
期
間
引
に
は
、
皮
多
身
分
の
人
々
を
、
本
寺

i
中
本
寺

i
末
寺

i
（
内
末
寺
）

と
い
う
、
別
の
統
制
系
列
に
編
成
す
る
体
制
が
、
ほ
ぽ
篠
立
し
た
と
見
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。

一
般
に
元
禄
期
は
、
中
位
以
来
の
一
部
賎
民
腐
を
表
す
言
葉
で
あ
っ
た
「
磯
多
」
と
い
う
呼
称
が
、
幕
藩
権
力
に
よ
り
公
称

と
し
て
、
皮
多
身
分
の
人
々
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
別
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
呼
称
の
変
化
に
見
ら

れ
る
、
皮
多
身
分
の
人
々
へ
の
、
上
か
ら
の
賎
視
の
強
化
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
諸
帳
面
の
作
成
に
附
加
し
て
皮

多
身
分
の
人
々
を
別
記
、
別
帳
化
す
る
方
向
、
あ
る
い
は
中
本
寺
の
下
に
別
編
成
し
て
い
く
動
向
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
元
禄

郷庄と村

期
に
、
皮
多
’
身
分
の
人
々
を
居
所
・
職
業
・
身
分
一
体
の
も
の
と
し
て
掌
援
し
差
別
す
る
体
制
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
え
よ
う
。

第三節

し
か
し
、

一
八
位
紀
半
ば
以
桃
川
、
内
末
寺
と
内
末
寺
の
あ
っ
た
皮
多
村
は
、
正
規
の
僧
侶
を
陛
き
独
自
に
宗
旨
手
続
き
を
行

い
た
い
と
の
訴
願
、
あ
る
い
は
寺
す
の
「
上
様
御
帳
商
へ
の
付
落
・
付
洩
」
を
訴
え
て
公
式
の
寺
号
下
付
を
求
め
る
訴
訟
を
岐

ilk 近際交調f,j孤137 



感
に
く
り
広
げ
、
元
禄
期
に
総
立
し
た
体
制
に
、

一
石
を
投
じ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

3 

水
利
と
山
野

溜
池
と
井
樫

近
世
の
農
民
に
と
っ
て
、
農
業
用
水
の
確
保
は
、
主
要
作
物
で
あ
る
稲
の
生
産
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
生
産
条
件
で
あ
っ
た
。
と
く
に
神
戸
市
域
の
村
々
は
、
急
勾
配
の
地
形
と
地
質
の
関
係
上
、

γ」十帆、．
u
t
 八
部
郡
池
田
村
に
、
村
氏
が
泌
を
築
造
す
る
際
に
取
り
交
わ
し
た
慶
長
六
年
（

ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
古
く
か
ら
悶
畑
の
漉
蹴
周
と
し
て
、
制
池
を
設
け
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
き
た
。
近
世
の

い
例
と
し

ハ
O
一
）
の
述
印
証
文
が
残
さ
れ
て
い

。
る

ま
た
延
宝
検
地
の
際
、
有
馬
郡
蔚
植
村
で
は
池
床
六
カ
所
、
水
掻
池
ニ

O
カ
所
が
設
録

さ
れ
て
お
り
、

入
部
郡
中
村
で
も
、
谷
池
五
カ
所
、
水
掻
池
一
五
カ
所
が
笠
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
七
世
紀
後
半
に
は
す
で
に
、
多
く
の
湖
池
や
水
掻
泌
が
造
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
唐
植
村
の
六
カ
所
の
溜
池
は
、
す
べ
て
「
往
古
」
よ
り
あ

っ
た
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
て
築
造
時
期
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
中
村
の
五
カ

所
の
池
は
、
表
円
以
に
示
し
た
よ
う
に
、
慶
長
九
年
以
降
造
ら
れ
始
め
、
初
期
に
築
造
さ
れ

た
池
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
の
修
法
ケ
原
も
、
寛
、
氷
年
間
に

造
ら
れ
た
「
塩
ケ
原
池
」
の
跡
で
あ
り
、
宇
治
野
村
に
は
、
万
治
年
間
に
造
ら
れ
た
那
古

入部都中村の池床

名 称 築造年 池床商事！｛

反畝歩
大田谷池 慶長9年（1604) 4.5.00 

城谷池 寛永6年(1629) 1. 2. 00 

小谷池 正保3年（1646) 6. 18 

1!1・ jむ 万治2年（1658) 3.00 

清水谷池 究文4年（1664) 1. 18 

表 32

r38 
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池
と
呼
ば
れ
る
、
東
西
山

一
メ
ー
ト
ル
、
南
北
二
九
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
池
が
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
溜
池
は
、
近
代
以
降
耕
地
の
宅
地
化
が
進
む
に
つ
れ
、
漸
次
埋
め
立
て
ら
れ
た
た
め
、
現
在
、
市
域
に
お
け
る
湘

池
の
全
容
が
」
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
宝
踏
八
年
（
一
七
五
人
）
、

白
川
村
に
は
瀦
池
五
四
、
自
分
池
七

O
が
あ
り
、

花
熊
村
に
は
、
明
和
一
一
年
（
一
七
六
五
）
に
大
小

O
を
超
え
る
池
、
生
田
宮
村
に
は
一
一
一
一
一
の
池
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
近

世
に
お
け
る
溜
池
の
多
さ
が
知
ら
れ
よ
う
。

潟
池
に
は
、

村
眠
り
が
使
用
す
る
池
の
ほ
か
に
、

「
立
合
泌
」
と
呼
ば
れ
る
、
数
カ
村
共
同
で
利
用
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
中
庄
に
は
、

池
田
村
・
東
尻
池
村
・
商
尻
池
村
の
一
ニ
カ
村
が
共
同
利
用
す
る
泌
が
あ
っ
た
が
、

寛
永
九
年
（
一
六

二
）
に
行
わ
れ
た
分
水
の
た
め
の
談
合
で
は
、

一
番
水
・
一
一
一
番
水
を
東
尻
池
・
関
尻
池
岡
村
へ
縞
年
に
取
り
、

中
一
一
番
水
を
毎

年
池
田
村
へ
取
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
一
一
一
カ
村
が
共
同
で
使
う
「
立
合
池
」
（
入
会
池
）
は
、
寛
文
八
年
（

六
六
八
）
に

七
カ
所
を
数
え
て
い
る
。

水
利
横
行
を

め
ぐ
っ
て

市
域
の
村
々
で
は
、
こ
う
し
た
溜
池
に
水
な
貯
え
る
た
め
に
、
六
甲
の
山
々
か
ら
下
る
谷
川
の
水
を
引
い
た

り
、
川
を
せ
き
止
め
る
井
糠
を
設
け
た
り
し
た
が
、
川
の
利
用
や
井
壌
を
め
ぐ
っ
て
村
と
村
と
が
激
し
く
争

う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
中
庄
の
村
々
を
例
に
、
も
う
少
し
み
て
み
よ
う
。

郷庄と村

中
症
の
う
ち
、
入
会
池
を
利
用
す
る
池
防
村
・
東
尻
池
村
・
問
尻
池
村
の
一
一
一
カ
村
に
長
国
村
を
加
え
た
四
カ
村
は
、
合
く
か

ら
山
々
の
谷
川
用
水
も
共
同
で
利
用
し
て
い
た
。
覚
、
氷
十
八
年
間
カ
村
の
う
ち
、
尼
崎
藩
支
配
下
の
長
田
村
・
東
尻
池
村
の

第三節

カ
村
が
苅
諜
川
の
水
を
せ
き
止
め
て
新
し
く
池
を
造
っ
た
た
め
、
池
田
村
・
商
尻
池
村
に
水
が
来
な
く
な
る
と
い
う
事
件
が
起

ヤ
」
つ

池
岡
村
は
旗
本
時
間
氏
、
西
尻
池
村
の
大
半
は
杉
原
氏
の
支
配
下
で
あ
る
。
河
村
は
ま
ず
、
相
手
方
の
領
主
で
あ
る
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尼
崎
寵
青
山
氏
に
窮
状
を
訴
え
出
た
が
、
青
山
氏
が
ま
っ
た

ヌ1rn京川付近水論
関係村々 ｛立夜間

く
こ
れ
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
た
め
、
次
に
幕
府
郡
代
に
訴

ぇ
、
よ
う
や
く
裁
判
役
所
で
公
事
と
し
て
争
わ
れ
る
運
び
と

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
過
程
で
、
尼
崎
藩
主
青
山
中
平
成

図 8

が
郡
代
に
向
か
っ
て
「
自
分
、
が
代
わ
っ
て
公
事
相
手
に
な
ろ

き
な
い
と
い
う
事
態
を
招
い
て
い
る
。
水
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
農
民
の
切
実
な
要
求
な
背
景
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
初
期
の
水

う
」
と
威
嚇
的
な
申
し
出
を
し
た
た
め
に
、
郡
代
が
裁
許
で

い
わ
ば
新
し
い
枠
組
が
模
索
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

論
で
は
こ
の
よ
う
に
、
支
配
達
い
の
村
々
が
領
主
を
巻
き
込
ん
で
対
立
す
る
場
合
も
あ
り
、
近
世
幕
藩
体
制
下
の
村
と
し
て
の

こ
の
争
論
そ
の
も
の
の
結
末
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
じ
寛
、
氷
十
八
年
に
起
こ
っ
た
、
沼
崎
落
支
担
下
の
村
と
旗
本
領
の
村
と

の
水
論
は
、
地
元
で
結
着
が
つ
か
ず
、
最
終
的
に
は
江
戸
ま
で
行
っ
て
争
わ
れ
た
。
こ
の
水
論
の
発
端
は
、
尼
崎
落
傾
の
駒
ケ

林
村
が
、
問
じ
尼
崎
藩
支
配
下
の
板
宿
村
内
に
新
た
に
溜
池
を
造
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
板
宿
村
は
、
旗
本
長
谷
川
氏

の
支
配
す
る
野
間
村
の
川
上
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
川
下
の
野
田
村
に
川
水
が
米
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、
用

水
を
妨
げ
ら
れ
た
野
田
村
は
、
駒
ケ
林
村
を
相
手
、
ど
り
、
京
都
奉
行
所
や
伏
見
奉
行
所
に
ま
で
訴
え
て
み
た
が
解
決
で
き
ず
、

と
う
と
う
翌
年
、
江
戸
支
で
訴
え
出
た
。
そ
し
て
よ
う
や
く
、
野
町
村
は
そ
の
主
張
が
認
め
ら
れ
、
裁
決
で
は
、
駒
ケ
林
村
が

以
後
用
水
を
妨
げ
な
い
旨
の
約
束
手
形
を
野
田
村
に
渡
す
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
落
着
し
て
い
る
。

つ
い
で
寛
文
八
年
、
今
度
は
谷
川
の
上
流
に
あ
た
る
長
問
村
が
川
下
の
池
田
村
へ
通
じ
る
谷
川
用
水
を
せ
き
止
め
た
こ
と
か
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ら
争
い
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
時
は
池
岡
村
の
方
で
も
、
東
尻
池
村
、
西
尻
池
村
の
加
勢
を
得
て
、
一
一
一
カ
村
一
二
人
の
人
足

を
も
っ
て
直
接
井
堰
を
切
り
流
し
、
用
水
を
従
来
通
り
自
分
た
ち
の
方
へ
通
す
と
い
う
実
力
行
使
に
出
た
。
こ
の
事
件
は
、
結

局
長
関
村
の
方
が
詫
び
る
こ
と
で
落
着
し
た
が
、
水
を
め
ぐ
る
争
い
が
時
に
は
、
村
落
問
の
激
し
い
附
一
嘩
と
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
元
禄
十
四
年
（
一
七
O
一
）
の
、
尼
崎
藩
領
板
宿
村
と
旗
本
長
谷
川
氏
支
配
下
の
野
街
村
と
の
水
論
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
板
宿
村
が
野
田
村
に
流
れ
る
川
水
の
井
堰
を
上
げ
て
、
自
村
の
溜
池
に
水
宏
引
い
た
こ
と
に
対
し
、
野
田
村
の
方
も
板

宿
村
へ
通
じ
る
井
穫
を
切
り
流
す
と
い
う
報
復
行
為
に
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
、
双
方
の
村
民
が
大
勢
出
合
っ
て
衝
突

し
、
激
し
い
噴
嘩
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
水
論
は
、
時
に
領
主
を
巻
き
込
み
、
時
に
農
民
間
の
実
力
行
使
や
激
し
い
畦
嘩
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
深
刻
な

局
面
に
至
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
領
主
の
兵
な
る
支
配
遠
い
の
村
と
村
と
の
争
い
に
は
、
寛
永
期
か
ら
す
で
に
幕
府

の
役
所
が
裁
判
・
調
停
に
あ
た
っ
て
き
た
。
ま
た

領
内
に
お
い
て
も
、
新
た
に
池
の
築
迭
を
願
い
出
る
村
が
あ
る
と
、
あ
ら

か
じ
め
そ
の
村
か
ら
、
領
内
の
他
の
村
々
の
用
水
を
妨
げ
な
い
旨
の

札
を
と
る
な
ど
、
総
じ
て
、

一
七
世
紀
末
頃
ま
で
の
水

論
に
対
し
て
、
領
主
側
の
関
与
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
争
論
を
経
て
、
次
第
に
近

郷皮と村

世
村
落
と
し
て
の
水
利
横
行
が
形
成
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、

一
八
世
紀
後
半
以
降
の
記
録
を
見
る
と
、
新
池
の
築
造
や
水
利
用
な
め
ぐ
る
訴
え
の
多
く
は
、
利
害
関
係
の
あ
る

第三節

用
水
組
合
の
庄
屋
に
宛
て
て
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
水
な
め
ぐ
る
争
い
が
次
第
に
、
用
水
組
合
を
中
心
と
し
た
、
村

落
問
の
自
律
的
解
決
の
方
向
に
向
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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明
石
郡
の

銅
製
騎
削

丘
上
の
水
の
乏
し
い
地
区
（
ほ
と
ん
ど
明
石
市
域
）
の
用
水
路
開
削
工
事
も
、

明
石
郡
で
は
、
印
南
野
台
地
の
開
発
に
伴
っ
て
、
新
た
な
揺
池
の
造
成
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
郡
南
部
段

一
七
位
紀
半
ば
以
降
、
本
格
的
に
取

り
総
ま
れ
た
。

ま
ず
万
治
元
年
（
一
六
五
人
）
剖
月
、
明
石
郡
黒
田
村
を
水
の
取
入
口
と
し
て
、
明
石
川
の
水
を
鳥
羽
村
（
明
石
市
）
の
湘
池
ま

で
過
す
と
い
う
林
崎
の
掘
割
が
完
成
し
た
。
こ
れ
は
、
前
年
の
明
暦
三
年
に
、
鳥
羽
村
の
ほ
か
和
坂
村
、
林
村
、
東
松
江
村
、

は
、
長
さ
一
一
九
五
六
開
（
約
五
一
一
一
七
四
メ
ー
ト
ル
）
幅
五
尺
（
一
・
五
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
規
模
で
、

西
松
江
村
、
藤
江
村
な
ど
六
カ
村
の
庄
屋
連
が
相
談
し
、
明
石
藩
主
松
平
忠
国
に
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
掘
割

明
石
藩
で
は
そ
の
後
、
掘
割
修
理
の
た
め
に
、
毎
年
人
足
一
千
人
分
の
扶
持
を
与
え
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

つ
い
で
寛
文
十
一
年
に
は
、
明
石
器
東
浦
辺
組
村
々
の
用
水
と
し
て
、
伊
川
谷
の
皆
発

村
か
ら
太
寺
の
新
池
ま
で
水
を
引
く
、

い
わ
ゆ
る
伊
川
谷
掘
割
一
ニ

O
九
ニ
閉
が
完
成
し
た
。

こ
の
掘
削
削
工
事
に
つ
い
て
の
見
積
書
に
よ
れ
ば
、

工
事
は
、

ω井
口
・
井
関
の
工
事
、
川
w

築
堤
を
伴
う
掘
割
工
事
、
何
「
切
か
き
溝
L

と
呼
ば
れ
る
掘
削
前
の
み
の
工
事
、

の
一
ニ
穏
に

大
別
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
井
口
・
井
関
の
工
事
に
は
坪
当
た
り
一

O
人
と
、
多
く
の

人
足
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
（
表
お
）
。
人
足
延
べ
人
数
八
四
六
七
人
、
要
す
る
樋
板
九

O

枚
、
構
床
と
な
る
田
畑
は
一
町
八
畝
間
歩
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
掘
割
の
維
持
・

修
復
の
た
め
に
、
白
水
村
・
生
白
村
・
井
出
村
・
太
寺
の
庄
屋
が
連
名
で
、
生
田
村
の
松

伊川谷掘割工事の見積り表 33

10 

3 

2. 5 

人

167 

4, 179 

4, 121 

数

ま手
16. 7 

1,392.9 

1,648.2 

坪ーさfミ工事内容

井口・井関

築疑・掘割

切かき溝

489 

2,589 

（注） 穏板90枚，滋筋51地I附S畝4歩。

資料：「伊JI！谷嫡郷土地改良区文書l!'J

8,467 3,057.8 3,092 計－
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山
ニ
反
と
長
坂
村
の
松
山
七
反
を
「
掘
割
林
」
と
し
て
設
定
し
て
ほ
し
い
と
、
滞

に
願
い
出
た
記
録
も
残
さ
れ
て
お
り
、
不
時
の
掘
割
修
復
の
た
め
に
必
要
な
木
材

は
、
こ
う
し
た
っ
掘
割
林
し
か
ら
伐
り
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

林
崎
の
掘
割
が
完
成
し
て
、
さ
ら
に
五

O
年
を
経
た
宝
、
氷
五
年
（
一
七

O
入
）
十

月
に
は
、
森
田
村
、
松
陰
村
、
金
崎
村
、
大
久
保
町
、
笠
八
木
村
、
p

＼

ミ

ふ
J
J

、
T

、

／，寸ペふ冷’

J

叫
月

江
井
村
、
時
江
井
村
、
東
島
村
、
西
島
村
、
森
村
、
中
尾
村
（
い
ず
れ
も
明
石
市
）
な

ど
「
水
よ
は
き
村
々
」
の
間
半
鎖
国
に
も
水
を
通
じ
る
た
め
、
前
と
開
じ
脱
出
田
村
に

も
う

カ
所
新
た
な
水
の
取
入
口
を
作
り
、
林
崎
掘
舗
の
海
筋
を
拡
張
し
て
送
水

し
、
平
太
口
で
分
水
す
る
大
久
保
掘
割
が
完
成
し
た
。
こ
の
時
新
旧
の
分
水
口
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
尺
・
六
尺
と
定
め
ら
れ
た
が
、
一
新
掘
割
安
｝
利
用
す
る
村
々
は
「
末
代
に
至
る
ま
で
少
し
も
異
変
仕
る
ま
じ
く
侯
L

と
、
分
水
寸
法
を
変
更
し
な
い
援
を
誓
約
し
、
藩
投
入
に
連
判
証
文
を
出
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
水
科
事
業
は
、
農
民
の
み
な
ら
ず
領
主
に
と
っ
て
も
、
農
業
生
産
を
安
定
さ
せ
、
確
実
に
年
実
収
取
を
実
現
す
る

修
理
、
拡
張
を
営
々
と
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

た
め
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
放
に
以
後
も
、
農
民
連
は
領
主
側
の
一
定
の
援
助
を
得
な
が
ら
、
溜
池
や
掘
割
の

郷 ！± と村

中
一
室
山

争
議

近
世
の
農
民
に
と
っ
て
、
山
野
も
ま
た
堆
肥
な
作
る
た
め
の
下
平
を
刈
り
、
牛
馬
な
義
い
、
薪
を
拾
い
、
木
の

実
や
山
車
を
採
取
す
る
場
と
し
て
、
農
業
生
産
の
み
な
ら
ず
農
民
の
生
活
そ
の
も
の
を
支
え
る
上
で
、
重
要
な

A吋＿，，.，，，
第二二日ri

意
味
を
も
っ
て
い

そ
の
た
め
、
山
野
の
権
援
を
め
ぐ
る
村
と
村
と
の
争
い
は
、
近
枇
止
笠
通
じ
て
頻
発
し
、
と
り
わ
け
近
世

！止近

林！崎綿密i渓記Tiキ
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初
頭
に
は
、
出
民
間
の
激
し
い
実
力
行
使

を
伴
う
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

慶
長
九
年
に
起
こ
っ
た
山
田
庄
と
兵
庫

俊長10年中一恩lね裁許絵図写：

神
戸
近
在
村
々
と
の
庄
境
入
山
を
め
ぐ

る
争
論
は
、
十
一
月
十
七
日
山
で
柴
を
採

取
し
て
い
た
兵
庫
近
在
の
者
に
対
し
、
山

回
庄
側
が
庄
境
を
越
え
て
入
山
し
て
い
る

と
し
て
、
鎌
蛇
を
奪
い
、
鞍
を
抑
え
、
刈

柴
を
焼
き
捨
て
、
追
い
返
し
た
こ
と
に
端

写真 34

を
発
し
て
い
る
。
そ
の
報
復
に
今
度
は
描

原
庄
側
が
主
唱
し
て
、
兵
路
津
へ
通
じ
る

各
道
を
抑
え
、
山
田
茂
か
ら
運
ば
れ
る
米

・
柴
を
阻
止
す
る
実
力
行
使
に
及
ん
だ
た

大
事
件
と
な
っ
た
。
山
田
庄
側
は
奉
行
片
桐
旦
元
に
出
訴
し
、
且
一
克
は
十
二
月
十
四
日
、
制
札
を
以
て
、
中
一
里
山
へ
の
立
入

め
双
方
の
衝
突
と
な
り
、
重
傷
者
を
出
す

り
を
禁
じ
往
来
は
通
ず
る
よ
う
命
寺
す
る
と
と
も
に
、
翌
年
一
月
よ
り
審
理
に
か
か
る
よ
う
相
手
方
福
原
産
関
係
者
に
手
配
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
兵
庫
津
と
上
圧
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
代
官
の
許
可
を
得
て
入
山
し
た
こ
と
か
ら
、
一
持
び
山
田
庄
側
と
衝
突
し
、
十
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二
月
二
十
五
日
兵
庫
側
は
山
田
か
ら
の
荷
物
を
止
め
、
翌
十
年
一
月
十
一
日
山
田
側
も
兵
庫
か
ら
有
馬
へ
の
継
立
て
を
、
箕
谷

の
茶
屋
で
妨
害
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。

そ
し
て
間
一
一
十
日
、
大
坂
へ
双
方
の
関
係
者
が
事
情
を
上
申
し
、
取
調
べ
の
う
え
、
二
月
一
一
日
対
決
が
あ
っ
て
、
紛
争
の
当

事
者
は
入
牢
、

日
に
は
検
使
が
様
式
地
を
検
分
し
、
一
一
月
ニ
十
七
日
に
且
元
に
よ
る
裁
決
が
下
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

庄
境
の
山
地
に
境
の
塚
を
定
め
て
、
麓
か
ら
ロ
一
塁
・
中
一
盟
・
奥
一
旦
の
三
地
帯
に
分
け
、
麓
の
口
一
毘
に
当
た
る
山
は
福

原
庄
に
付
し
、
中
一
塁
の
山
か
ら
は
山
田
佳
域
と
確
認
し
た
が
、
一
福
原
庄
か
ら
山
手
を
出
し
て
入
会
う
慣
行
止
を
認
め
、
奥
一
息

の
山
は
山
田
庄
単
独
の
山
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
制
札
以
後
の
入
山
に
よ
る
紛
争
は
、
提
に
背
く
行
為
と
し
て
、
入
山
を
認
め
た
代
官
は
罷
免
の
う
え
知
行
地
は
没
収
、

双
方
の
首
謀
者
は
泉
首
と
い
う
厳
し
い
刑
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
中
一
里
山
へ
の
山
手
（
入
会
料
）
を
出
し
て
入
会
う
と
い
う
慣
行
は
、
山
田
症
の
南
に
接
す
る
福
原
庄
以
外
の
庄
関
村
々

に
も
同
様
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
延
支
の
検
地
に
よ
っ
て
、
こ
の
山
手
は
検
地
根
に
記
載
さ
れ
、
幕
府
の
収
納
す
る
と
こ
ろ

と
な
っ
て
い
る
。

高！II庄と村

さ
ら
に
、
享
保
年
間
に
起
き
た
福
原
庄
六
カ
村
（
北
野
村
・
中
山
富
村
・
花
熊
村
・
宇
治
野
村
・
神
戸
村
・
ニ
ツ
茶
屋
村
）
と
、
耳
農
産

ム
ハ
カ
村
中
の
一
一
一
カ
村
（
生
回
村
・
熊
内
村
・
中
村
）
と
の
山
論
に
つ
い
て
は
、
双
方
か
ら
の
訴
状
、
幕
府
の
裁
許
状
に
加
え
て
、
幕

府
が
派
遣
し
た
検
使
役
人
の

、二、
γ
，r打
A
レ
l
下
「
へ

、しv
J

J

1

“，
ιv
一
／
よ

f

七
二
五
）
の
「
摂
州
菟
原
郡
八
部
郡
郡
境
井
草
山
論
所
見
分
覚
」
が
あ
り
、

第三節

そ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、
亭
保
期
当
時
の
論
所
検
分
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
争
論
は
、
卒
保
ニ
年
、

八
部
郡
…
柏
原
庄
山
ハ
カ
村
と
菟
原
郡
生
問
村
と
の
山
論
に
端
会
｝
発
し
、
さ
ら
に
、
福
原
庄
と
喜
屋

tu: 近歴史編磁14ラ



そ
れ
が
文
禄
検
地
の
捺
の
郡
境
で
あ
る

入部・菟E京都
境JIP1!

写真 35

症
が
そ
れ
ぞ
れ
生
田
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
に
位
百
し
郎
境
を

接
し
て
い
た
た
め
、
必
然
的
に
出
境
争
論
と
し
て
発
展
す
る

こ
と
に
な
っ

」
の
う
ち
郡
境
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
文
禄
検
地
の
黙
に

回
大
川
閉
山
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
川
幅
の

回
大
川
」
に
該
当
す
る
か
否
か
定
か
で
は
な
い
こ
と
、
ま
た
文
掠
期
以
降
、
周
辺

広
い
下
流
は
と
も
か
く
、
上
流
へ
行
く
と
細
い
谷
川
に
な
り
、

村
ん
て
か
生
田
川
内
に
堤
を
築
き
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
に
傍
示
を
立
て
た
り
し
た
た
め
境
問
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
た
こ
と

な
ど
も
あ
い
ま
っ
て
争
い
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
幕
府
は
、
享
保
二
年
当
時
の
裁
判
役
所
で
あ
っ
た
京
都
町

奉
行
所
か
ら
大
坂
町
奉
行
所
へ
そ
の
管
轄
を
移
し
、
亭
保
十
一
年
裁
許
を
申
し
渡
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
川
幅
も
広
く
生
国

川
で
あ
る
こ
と
、
が
明
瞭
な
「
大
井
手
L

地
点
ま
で
は
川
の
中
央
を
郡
境
と
し
、
そ
れ
よ
り
上
流
に
つ
い
て
は
、
検
使
役
人
の
挺

た
中
出
し
た
「
見
分
党
」
に
依
拠
し
て
新
た
な
郡
境
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
双
方
が
自
分
た
ち
の
村
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い

里
山
内
の
草
山
は
、
第
一
に
、
い
ず
れ
の
村
々
か
ら
も
山
元
の
丹
生
山
田
庄
に
山
年
賀
を
納
め
て
い
る
こ
と
、
第
一

所
々
に
両
庄
か
ら
草
山
へ
入
る
道
筋
が
あ
る
こ
と
、
の
二
点
、
を
根
拠
に
両
庄
の
入
会
山
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、

絵
図

で
郡
境
、
草
山
境
を
引
き
、
加
判
の
上
双
方
に
絵
図
を
渡
す
こ
と
で
落
着
し
た
。

し
か
し
、
裁
許
に
決
定
的
な
叙
拠
を
与
え
た
の

こ
の
山
論
で
、
最
終
的
に
裁
許
申
渡
し
た
し
た
の
は
大
坂
町
泰
行
で
あ
る
。

は
、
現
地
調
査
に
あ
た
っ
た
検
使
役
人
の
「
見
分
覚
」
で
あ
っ
た
。
検
使
役
人
の
主
な
役
割
は
、
争
論
と
な
っ
て
い
る
場
所
が

r46 
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ど
ち
ら
の
村
方
に
属
す
る
の
か
よ
な
確
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
事
実
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
か
否
か
が
重
視
さ
れ

た
。
た
と
え
ば
、
草
山
が
入
会
山
で
あ
る
と
い
う
裁
許
は
、
双
方
か
ら
山
へ
入
る
道
が
あ
る
こ
と
が
有
力
な
根
拠
の

っ
と
さ

れ
た
し
、
喜
屋
庄
の
も
の
か
福
原
庄
が
葺
麗
住
に
貸
し
た
も
の
で
あ
る
か
が
争
わ
れ
て
い
た
っ
長
谷
池
」
と
い
う
溜
池
の
所
属

に
つ
い
て
も
、

実
際
に
用
水
を
引
き
利
用
し
て
い
る
一
致
監
正
側
に
理
が
あ
る
と
し
た
。

都
境
に
位
践
し
、

ま
た
、

そ
の
様
鴎

が
争
わ
れ
て
い
た
松
の
大
木
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
「
七
ケ
村
村
山
の
神
の
松
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
福
原
店
側
の
主
張
は
、

寸
一
何
が
な
く
神
社
の
松
と
は
思
わ
れ
ぬ
」
と
の
理
由
で
一
合
定
さ
れ
た
。
山
論
が
訴
訟
と
し
て
法
廷
で
争
わ
れ
る
以
上
、
絵
図
・

証
文
な
ど
が
託
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
、
山
や
池
、
林
や
松
が
、
そ
の
村
と
農
民
の

生
活
に
実
際
ど
れ
ほ
ど
結
び
つ
き
必
要
と
さ
れ
て
い
た
か
も
非
常
に
環
視
さ
れ
た
。

お
そ
ら
く
、
そ
れ
を
見
極
め
る
こ
と
が
、

現
地
に
派
遣
さ
れ
た
検
使
役
人
の
主
要
な
任
務
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
幕
府
が
山
論
に
捺
し
て
、
各
村
の
操
業
生
産
条
件
の
確
保
・
調
整
を
限
目
と
し
た
こ
と
は
、
と
り
わ
け
近
世
前

期
に
顕
著
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
逆
に
農
民
側
に
と
っ
て
は
、
訴
訟
を
通
じ
て
、
山
野
利
用
の
権
益
が
っ
裁
許
」
と
い
う
形
で

確
定
さ
れ
て
く
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
和
田
山
を
め
ぐ
る
争
い
に
即
し
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
み

て
お
こ
う
。

郷皮と村

現
在
の
和
田
山
通
・
松
原
通
あ
た
り
か
ら
吉
田
町
あ
た
り
の
海
岸
沿
い
の
地
域
も
、
近
世
に
は
和
田
山
と
呼

和
田
山
争
議

ば
れ
る
、
周
辺
村
々
の
入
会
地
で
あ
っ
た
。
和
田
山
は
、
そ
の
東
側
に
兵
路
津
と
御
崎
村
が
、
西
側
に
東
尻

第三節

池
村
が
位
置
し
て
お
り
、
和
田
山
を
め
ぐ
る
こ
の
一
一
一
カ
村
の
権
議
は
、

一
七
世
紀
半
ぽ
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
、
争
論
と
い

う
形
を
と
っ
て
争
わ
れ
る
こ
と
を
経
て
、
次
第
に
確
定
さ
れ
て
き
た
。

L
u

一
1
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和田l幻争論関係図（版図

二It

～
東
尻
池
村
f
i
o－
－

a

元
来
、
和
田
山
は
一
七
位
紀
初
め
の
、
尼
崎
藩
一
戸
田
氏
の
代
か

4f1抗告立会絵図〕

ら
領
主
の
御
林
山
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
「
東
尻

池
分
L

と
し
て
、
東
尻
池
村
氏
が
落
葉
や
下
落
を
処
分
す
る
権
限

を
有
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
七
世
紀
半
ば
頃
よ
り
御
崎
村
が
、

和
田
山
の
松
校
を
採
取
し
た
り
、
芝
野
に
牛
馬
を
放
っ
た
り
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
東
尻
池
や
兵
隊
の
者
た
ち
が
こ
れ
を
幾
し
止
め

る
と
い
う
形
で
争
い
が
表
問
化
し
、
つ
い
に
慶
安
元
年
（
二
ハ
四
人
）
、

御
崎
村
が
和
田
山
の
利
用
を
求
め
て
出
訴
し
た
。
御
崎
村
は
旗
本

岳
山
氏
支
配
の
村
で
あ
り
、
東
尻
池
と
兵
庫
は
尼
崎
藩
青
山
氏
の

図 9

支
配
下
に
あ
っ
た
た
め
、
裁
判
は
江
戸
の
評
定
所
で
行
わ
れ
、
そ

の
裁
決
に
よ
っ
て
、
翌
二
年
「
御
崎
村
分
」
と
し
て
悶
村
の
入
会

権
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
兵
庫
浮
の
入
会
権
が
確
定
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
六
十
余
年
後
の
正
徳

（
一
七
二
一
一
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

以
前
か
ら
も
兵
庫
津
は
、
和
田
山
の
東
側
を
三
江
ハ
庫
分
」
で
あ
る
と
主
張
し
、
和
田
山
全
体
を
自
分
た
ち
の
も
の
で
あ
る
と
す

る
東
尻
池
村
と
争
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
鹿
安
四
年
、
領
主
青
山
氏
に
よ
っ
て
、
和
閉
山
が
従
来
通
り
（
戸
田
氏
の
時
と
同

機
に
）
東
尻
池
村
の
も
の
で
あ
る
と
の
裁
決
が
申
し
渡
さ
れ
、
争
論
は
い
っ
た
ん
は
解
決
し
た
か
の
如
く
思
わ
れ
た
。

と
こ
ろ

が
、
東
尻
池
村
が
幕
府
領
に
編
入
さ
れ
た
直
後
の
正
徳
元
年
、
双
方
の
争
い
は
再
び
表
商
化
し
、
兵
庫
側
は
京
都
町
奉
行
所
、
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大
塚
町
奉
行
所
へ
と
旺
盛
な
訴
訟
運
動
を
く
り
遮
し
、
よ
う
や
く
江
戸
の
評
定
所
で
採
り
あ
、
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
以
後

あ
し
か
け
一
一
一
年
に
及
ぶ
村
ぐ
る
み
の
訴
訟
に
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
正
徳

で
の
裁
決
で
落
着
し

た
が
、
そ
の
結
果
は
、
和
田
山
が
従
来
通
り
東
尻
池
村
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
縫
認
さ
れ
な
が
ら
、
他
方
兵
庫
津
に
も
っ
下
草

入
会
」
権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
過
を
見
る
と
、
近
ぽ
的
な
入
会
慣
行
は
、
中
世
以
来
の
慣
行
が

単
純
に
継
続
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
近
世
前
期
の
争
論
・
裁
叶
討
を
通
じ
て
、
確
定
さ
れ
て
き
た
面
の
方
が
大
き
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

摂
播
閤
壌
入

会
山
争
論

山
野
の
権
設
を
め
ぐ
る
村
相
互
の
争
い
の
中
で
も
、
入
会
地
や
入
会
山
の
中
に
国
境
が
設
定
さ
れ
て
い
る
場

合
、
そ
れ
は
た
ち
ま
ち
国
境
争
論
に
発
展
す
る
。
寛
文
九
年
、
摂
津
・
揺
謄
の
悶
境
で
起
こ
っ
た
争
論
は
、

そ
の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。

発
端
は
、
旗
本
蒔
悶
氏
の
知
行
地
で
あ
る
摂
津
間
入
部
都
多
井
畑
村
と
、
明
石
藩
領
に
属
す
る
播
磨
悶
明
石
部
垂
水
郷
九
カ

村
と
の
閤
に
起
こ
っ
た
入
会
争
論
で
あ
る
。
多
弁
畑
村
と
垂
水
郷
は
、
入
会
山
を
は
さ
ん
で
撰
播
悶
境
に
位
置
し
、
古
く
か
ら

多
井
畑
村
が
垂
水
郷
に
山
年
支
を
山
山
す
こ
と
で
、
垂
水
郷
内
に
あ
る
草
山
の
一
部
を
利
用
す
る
権
利
を
得
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

当
時
、
垂
水
郷
の
う
ち
中
山
村
・
奥
畑
村
の
者
た
ち
が
、
多
井
畑
村
が
詑
来
利
用
し
て
き
た
山
域
に
ま
で
入
り
込
み
、
新
国
を

銀II庄と村

附
聞
い
た
り
櫛
林
な
し
た
り
し
て
、
多
弁
畑
村
の
入
会
山
を
じ
り
じ
り
と
狭
め
る
状
況
が
つ
づ
い
て
い
た
。
そ
こ
で
つ
い
に
、
多

井
畑
村
が
垂
水
郷
九
カ
村
を
相
手
ど
っ
て
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

第三節

多
井
畑
村
の
要
求
は
、
侵
犯
さ
れ
狭
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
入
会
権
を
従
来
通
り
に
保
証
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

垂
水
郷
九
カ
村
は
、
従
来
の
入
会
山
の
境
安
破
っ
て
立
ち
入
っ
て
き
て
い
る
の
は
多
弁
畑
村
の
方
で
あ
る
と
反
駁
し
、
両
者
の

ー近E歪史編m
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主
張
は
真
向
か
ら
対
立
し
た
。

多
井
畑
村
は
、
当
初
、
相
手
方
で
あ
る
ゑ
水
郷
を
十
時
〈
記
す
る
明
石
藩
に
訴

F乙
llJ 
J~LJ 

し
か
し
、
相
争
う
双
方
の
村
の
領
主
が
異
な
る
場
合
、
調
停
権

多弁畑村ill諭訴状写（部分〕

裁
判
権
を
行
使
し
得
る
の
は
幕
府
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
結
局
、
多
井
畑
村

は
あ
ら
た
め
て
京
都
町
奉
行
所
に
訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
審
理

中
の
袈
寛
文
十
年
五
月
、
新
た
に
転
法
輪
中
市
了
間
切
王
寺
と
い
う
二
つ
の

東
須
磨
村
が
、
追
い
う
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
争
論
中
の
多
弁
畑
村
を
相
手

ど
り
、
訴
訟
に
加
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
両
者
の
口

の
宛
先
は
、
い
ず
れ
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も
「
御
検
使
御
奉
行
様
L

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
係
争
中
の
多
弁

畑
・
垂
水
郷
の
争
い
を
裁
く
た
め
に
実
地
検
分
に
来
て
い
た
検
使
奉
行
ら
に
、

現
地
で
薩
接
に
提
出
し
た
も
の
と
忠
わ
れ
る
。

転
法
輪
寺
・
明
王
寺
は
、
多
井
畑
村
領
内
の
山
を
寺
の
境
内
の
一
部
で
あ

利
用
し
て
き
た
入
会
山
で
あ
る
と
主
張
し
、
こ
れ
ら
が
多
弁
畑
村
に
押
領
さ
れ
た
と
訴
え
た
。
こ
の
う
ち
、
東
須
磨
村
の
言
い

る
と
主
張
し
、
東
須
磨
村
も
、
多
井
畑
領
内
の
山
を
従
来
か
ら
東
須
磨
村
も

分
は
、
垂
水
郷
九
カ
村
の
返
答
の
中
で
も
正
当
な
主
張
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
垂
水
郷
九
カ
村
と
東
須
磨
村
が
軌
を

に
し
て
多
井
畑
村
と
争
っ
て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
争
論
は
、
村
高
三
七

O
石
余
の
多
井
畑
村
一
村
に
対
し
て
、
結
束
し
た
垂
水
郷
九
カ
村
と
村
高
千
石
余
の
大
村
束
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項
謄
村
、
そ
れ
に
二
つ
の
寺
、
が
対
峠
し
て
争
う
三
つ
ど
も
え
の
様
相
を
同
盟
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
京
都
町
奉
行
所
は
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
検
箆
を
派
遣
し
実
地
検
分
を
済
ま
せ
た
後
の
寛
文
十
年
六
月
、
裁
許
を
申
し
渡
し
た
。
裁
許
は
、
京
都
町
奉
行

一
潟
宮
対
馬
守
、
宮
崎
若
狭
守
と
京
都
所
可
代
板
倉
内
膳
正
の

人
の
名
で
出
さ
れ
て
お
り
、
結
果
は
多
井
畑
村
の
全
商
勝
訴
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
垂
水
郷
九
カ
村
の
主
張
は
コ
託
拠
た
し
か
な
ら
ず
し
と
の
理
由
で
退
け
ら
れ
、
会
J

井
川
畑
村
は
従
来
週
り

の
入
会
権
を
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
転
法
輪
寺
・
閉
山
王
寺
の
申
し
分
も
証
拠
の
不
十
分
性
か
ら
却
下
さ
れ
、
僧
侶
の
身
で
あ
り

な
が
ら
、
領
域
を
一
部
す
傍
示
を
越
え
て
多
井
畑
村
を
押
領
し
た
こ
と
は
非
分
で
あ
る
と
さ
れ
過
料
を
課
さ
れ
た
。
ま
た
東
須
磨

村
と
の
争
論
に
お
い
て
も
、
多
井
畑
村
の
申
し
分
の
方
が
「
ま
ぎ
れ
な
し
L

と
さ
れ
、
東
須
磨
村
が
入
会
山
だ
と
主
張
し
て
き

た
山
は
多
弁
畑
一
村
の
も
の
で
あ
り
、
東
須
且
隣
村
よ
り
一
切
立
ち
入
っ
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
ら
れ
、
開
じ
く
過
料
を
申
し
付

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
裁
許
は
、
山
境
と
入
会
場
所
に
「
墨
を
引
き
」
印
形
を
捺
し
た
絵
悶
面
に
一
談
話
き
さ
れ
、
争
論
の

当
事
者
に
渡
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
垂
水
郷
九
カ
村
と
多
井
畑
村
と
の
争
論
は
、
双
方
が
立
ち
入
る
入
会
山
の
山
域
を
確
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

同
時
に
そ
れ
は
、
摂
津
・
播
磨
の
事
実
上
の
閤
境
を
確
定
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
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